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新発田地域
広域事務組合　　No.17

～お知らせ～

　組合では、「新発田地域広域共同処理基
本計画（計画期間：平成22年度～31年
度）」を策定し効率的、効果的な組合運営
を図っています。このたび計画を見直し
後期計画（平成27年度～31年度）を策定し
ました。計画については組合ホームページ
に掲載しています。ぜひご覧ください。

　皆さんが『いざという時』に救急車が来るまでの間、適切に処
置することで救命率が大きく向上します。
　消防本部では、４月から普通救命講習会を定期開催しています。
　全国統一のカリキュラムに基づき、訓練用の人形を使って分か
りやすく指導しています。ぜひお申し込みください。

普通救命講習会のお知らせ
 

○定期開催日時
　毎月10日と20日に開催（土日も開催）
　午後１時30分から４時30分まで

　※祝日の場合は、翌日に開催
○受講料　無料

○会　　場　
･消防本部　(定員50名)

　　新発田市新栄町１-８-31
　　TEL 0254-22-9073 

･胎内消防署　(定員40名)
　　胎内市新和町２-24 
　　TEL 0254-43-3311

･聖籠分署　(定員15名)
　　聖籠町大字諏訪山字苔沼2350-１
　　TEL 0254-27-2500

　※定員以上で申し込む場合は、ご相談ください

○受付期間
　開催日の５日前まで

　※定員になり次第締め切り
○講習内容　
　普通救命講習（講習時間３時間）
　 　成人に対する心肺蘇生法（AED含む）や

止血法などを講習します。

○申込方法
　 　左記の各会場で配布している受講申請書

により受講希望会場に直接提出願います。
なお、受講申請書は広域消防本部のホーム
ページからもダウンロードできます。

○その他
　 　土日祝日については、消防本部のみ新発田

消防署（TEL 0254-22-3701）に申し込み
ください。

その時、居合わせたあなたの応急手当

から、救急隊員、医師へと救命リレーが始まり、

助かる命が今よりずっと増えるのです。

救命リレーの
第１走者は
「あなた」

自分のまわりに誰か
助けを求めている人がいたら…
意識のない人がいたら…

詳しくは、新発田広域消防のホームページに掲載してありますのでご覧ください。
○問い合わせ
　新発田地域広域消防本部　警防課（0254-22-9073）又は、お近くの消防署まで
　URL　http://www.shibata-kouiki.jp/119/ 検 索検 索新発田　消防
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平成27年度
新発田地域３市町（新発田市、胎内市、聖籠町）の共同処理事務に係る経費です。

新発田地域広域事務組合の予算

※（　）の数値は構成比

清掃費
9億8,528万5千円
（33.2%）

ごみ処理事業や閉鎖した
旧し尿処理場の管理業務

を行うための経費

市町村負担金
23億4,614万５千円

（79.1%）
組合構成市町からの負担金

消防費
15億1,328万3千円
（51.0%）

消防事業を行うための経費

29億6,510万７千円 （前年比：11.9%減）予算額

使用料及び手数料
２億4,744万円
（8.3%）

組合施設の利用料や、廃
棄物等の処理料

議会費
49万7千円
（0.1%）

組合議会運営のための経費

火葬場費
4,809万円
（1.6%）

葬斎センター「願文院」に
係る経費

総務費
1億5,812万2千円
（5.3%）

事務局費など組合全般の
事務を行うための経費

公債費
1億9,996万2千円
（6.7%）

借入金（組合債）の元金・
利息の償還費用

虹の里交流館費
1,348万円
（0.5%）

広域交流施設「虹の里交流
館」に係る経費

介護保険事業費
4,638万8千円
（1.6%）

介護認定審査事業に係る経費

諸収入
599万２千円（0.2%）

その他の収入 組合債
１億7,340万円
（3.1%）

組合事業の実施にあたり
必要な借入金
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不燃ごみとして出されたガスボンベ

着火可能状態で出されたストーブ

注意注意注意
不燃ごみの正しい
出し方の詳細につ
いては、お住まい

の地域の分別方法をご確認
ください。

繰越金
１億8,847万６千円

（6.4%）
前年度から繰り越したお金

繰入金
360万８千円（0.1%）
積み立てた基金を繰り入れたお金

財産収入（基金利子）
46千円
（0.1%）

積み立てた基金の運用益等
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■ 消防事業
　火災や風水害、地震等の災害から地域住民の生命と財産を守るための

総合的かつ計画的な消防活動を行います。

●新発田消防署高規格救急車更新事業	 3,719万５千円

●新発田消防署消防ポンプ自動車更新事業	 3,895万７千円

●新発田消防署指揮車更新事業	 1,020万４千円

●各出張所再編改築事業	 1,420万８千円

■ 火葬事業
　火葬業務を行うため、広域葬斎センター「願文院」を運営します。

■ ごみ処理事業
　公害防止と地域の生活環境保全のため、新発田広域クリーンセンターと中条

地区塵芥焼却場の両焼却場をはじめ、不燃物処理場と埋立処分を行う新発田広域

エコパークを設置し、関係法令を遵守しながら適正な管理、運営を行います。

●	中条地区塵芥焼却場　分散形制御システム更新事業（２カ年継続事業の初

年度）

　9,492万５千万円

●小学生の環境ポスター展の開催

　	広域３市町の小学校４年生から６年生を対象に環境ポスターを募集し、優秀作品

を展示します。

　平成27年度も６月下旬頃に広域３市町の各小学校を通じて募集する予定です。

　（締切：９月上旬頃の予定）

■ し尿処理事業
　昨年閉鎖した旧新発田衛生センター及び旧中部衛生センターの跡地活用の推進と適正な管理を行います。

■ まちづくり事業
　ごみ焼却場の余熱を利用した浴場のほか、多目的運動場や集会室を備えた広域

交流施設「虹の里交流館」を運営します。

■ 介護認定審査事業
　介護保険制度にもとづき、調査結果、主治医の意見書、特記事項をもとに要介護認定を行う介護認定審査会を運

営します。

更新を予定する新発田署の車両

中条地区塵芥焼却場

環境ポスター展・ポスター賞

新しくなった看板が目印！

平成27年度の主な事務事業
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次号は平成27年7月発行の予定です。

市町によって配布日が異なります。「新発田地域広域

事務組合　広報」に関する皆さんからのご意見、ご感

想をお待ちしています。

編集・発行　新発田地域広域事務組合　事務局総務課企画財政係
　　　　　　〒９５７-００５３　新潟県新発田市中央町５-４-７
　　　　　　☎ ０２５４-２６-１５０１　　ＦＡＸ ０２５４-２３-５５８９
URL http://www.shibata-kouiki.jp/s-kouiki/
E-mail kizai@shibata-kouiki.jp
印 刷 島津印刷株式会社 検 索検 索新発田広域
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歳入区分 予算額
市 町 村 負 担 金 176,924

使用料及び手数料 10

財 産 収 入 33

寄 附 金 １

繰 越 金 7,649

受 託 事 業 収 入
（あやめ寮・ひめさゆり）

285,372

諸 収 入 342

歳出区分 予算額
議 会 費 150

総 務 費 5,750

民 生 費 349,975

衛 生 費 25,684

公 債 費 88,772
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歳入区分 予算額
市 町 村 負 担 金 191,831

入所者負担金（ひまわり荘） 72,900

支援費負担金（いじみの寮・学園） 265,172

改築費負担金（いじみの寮・学園） 16,765

使 用 料 及 び 手 数 料 ６

財 産 収 入 131

寄 附 金 ３

繰 越 金 52,256

受託事業収入（ひまわり荘） 174,860

諸 収 入 1,787

組 合 債 66,600

歳出区分 予算額
議 会 費 353

総 務 費 12,046

民 生 費 （ い じ み の 寮 ） 306,888

民 生 費 ( い じ み の 学 園） 58,227

民 生 費 （ ひ ま わ り 荘 ） 306,115

民生費（いじみの寮･学園改築事業） 83,365

公 債 費 75,317
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障害者支援施設
いじみの寮

（新発田市五十公野5445）

救護施設
ひまわり荘

（胎内市塩沢279 ）
勤務
場所

臨時職員 パート職員 臨時職員 区分
生活支援員

補助
介助員 介護員補助 職種

３名 １名 ３名
募集
人数

　障害者支援施設におけ
る施設利用者の日常生活
全般にわたる支援
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予算額　４億7,033万１千円
（前年比 3.6％減）

予算額　８億4,231万１千円（前年比 4.7％増）

福祉施設へのご寄附ありがとうございました 　平成26年4月1日から平成27年3月31日まで
（順不同・敬称略）

 
あやめ寮

寄附者名 寄附の内容
高 冬 呉 服 店 タオル、カレンダー
日本たばこ産業㈱
新潟支店 たばこ

㈱ 第 四 銀 行 チューリップ球根
杉　　並　　会 バナナ
熊 喜 繊 維 ㈱ 清拭用布
㈲新潟サンクリーン 清拭用布

ひまわり荘	 	
寄附者名 寄附の内容

小　林　徳三郎 さつまいも

渋　谷　テツ子 清拭用布

高　橋　キ　ミ 清拭用布

高 冬 呉 服 店 タオル、カレンダー

村 上 一 扇 会 お茶

いじみの寮・いじみの学園 
寄附者名 寄附の内容

㈱ 第 四 銀 行 チューリップ球根

小　熊　一　儀 テーブル、チェア
一式

中原隆、トミエ ひな人形一式

　このほか匿名で多くの方からご寄附をいただきました。皆さまからいただきました寄附は、ご趣旨に沿うよう有効に活用
させて頂きます。ありがとうございました。
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